ない。 直に かけかえる 手数 はいと わなかった。 一たい、 

平日から 油 染んだ 髪 を きら つ ていたから、 菅糸だ つ て、 

くず ひき きんしゃ もっとい 

葛 引 だって、 金紗 (元 結ぐ らいな 長さの、 金 元 結の 柔 

ら かい、 槎の よい 細い ような の を、 二、 三十 本 揃えた 

もの。 芝居の 傾城の 鬟 〔# 「鬟」 は 底本で は 「鬢匕 にか 

き 

けて あるのと 同じ) だって、 プッン と 断って、 一 べん 

かけた だけだった。 

しんそう だ て 

深窓な 育ちで も、 どこか 女 伊達め いた 気風 を も つ て、 

おそろしく 仁義 礼智の 教え を 守って —— 姿の 薄化粧の 

ように、 魂 も 洗おうと した。 この 二 行ば かりの 文章 は、 

文飾の ように もとられ ようが、 濃 かれ 薄 かれ、 そんな 



三 馬に 逢った ことがある。 そうさ、 五十 四、 五に 見 

えた。 猿の しるしの ある 家で、 化粧水 を 売って いたつ 

け。 倉の 二階 住で、 じんき よ やみの くせに 妾が あった。 

子供心に も、 いやな 爺 だと 思った よ。 

うたがわ てるくに うち 

歌 川 輝 国 は、 宅の すぐ 前にいた のさ。 うまや 新道 I 

I 油 町と 小伝 馬 町の 両方の 裏通り、 馬屋 新道と は、 小 

伝馬 町の 牢屋から、 引 廻し の 出る ときの 御用 を 勤める 

という、 特別の 役 を もっている 荷馬の 宿が あつたから 

ぞうし ごうかん 

—— の 小伝 馬 町 側に 住んで いた。 くさ 双紙の、 合 巻か 

きで は、 江戸で 第一 の 人だった けれど、 貧乏 も 貧乏で、 



しまい は 肺病で 死んだ。 やっぱり 七 歳ぐ らいから 絵 を 

おしえて くれた。 その 時分 三十 五、 六だった ろう。 豊 

国の 弟子だった から、 豊 国の 描いた もの や、 古い 絵 だ 

の 古本 だの 沢山あった。 種彦 がよ こした 下絵の 草稿 も 

どつ さりあった。 私 は 二 六, 中 見て いても 子供 だから 

そんなに 大切に しなかった し、 おかみ さんのお もよ と 

いうの は、 竈 M 岸の 竃屋の 娘で、 おしゃべりでしょう 

のなかった 女 だから、 輝 国が 死んで から、 そういう も 

の はどうな つ てし ま つ たか わからな か つ た。 

すま い 

住居 は 入口が 格子で、 すこしば かり 土間が あって、 

二 間に 台所 だけ、 家賃 は (今の 金で) 三十 銭 位 だとお 



ぼえ ている。 それでもお 酒 は 大好きで、 たべもの はて 

んゃ ものば かリ とっていた。 貧乏で もそう いうと ころ 

おご せんいち わかさ や 

は驕 つていた。 芝の 泉巿 だの、 若狭屋 だのと いう 絵 双 

紙屋から 頼みに きても、 容易な こって は 描いて やらな 

やと 

かった。 その 時分、 定 さんと いう 人が よく 傭われて き 

たもの だ。 輝 国が 絵 < 物 や 背景 を 描く と、 その 人 

は、 軒 だと か 窓 だと か、 縁側 だと か、 襖と かいった も 

のの、 模様 や 線 を ひきにくる。 腕 は その 当時い い 男 だ 

じょうぎ 

といわれて いたのに、 弁当 も 自分 持ちで、 定木 も 筆 も 

持参で 来て、 ひどい 机 だけ かりて 仕事 をして、 それで 

一 日が た つ た 天 保 銭 一 枚 (当時の 百 文 • 明治 廿 年代 ま 



うそ 

で 八 厘)。 今の 人が きくと 噓 のよう だろう。 

じゅかく てい しぐれ 

寿鶴亭 という 八人芸 (時雨 云、 拙著 『旧聞 日本 橋』 

の 中には、 この 寿 鶴の 名が 思いだ せないで 〇〇 斎と 書 

いたのと 同じ 人) の 上手な のがす ぐ 近所に いた。 娘に、 

つじ しん おおだな ごんす け つき ごめ や 

油 町の 辻 新と いう 大店の 権 助 を 養子に して 春 米屋 を さ 

せ、 自分た ち は 二階 住居 をして いた。 賑やかな 人で、 

だま 

自分の 家の 二階で 八 人芸を やって いると、 まったく 瞞 

おお ぜ、. よ 

される ほど、 大勢 寄って いるよう にき こえた。 かみ さ 

んは新 宿 あたりの 上り もの (遊女の) で、 強者 だつ 

た。 孫娘のお つると いうの を 手塩に かけて 育てて いた 

が、 それが 後に 妾に いつ て 大層 出世 をした とかき いた。 
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